
第73回日本小児神経学会近畿地方会 
プログラム 

【日　　時】  2023年9月30日（土）

＊近畿地方会　　  11時15分開始

＊ランチョンセミナー  12時10分～ 13時00分
　　　 　　「 神経発達症や起⽴性調節障害の周辺症状 （睡眠／覚醒） を  

治療してQOLを改善する」
　　　　　　神林　　崇（筑波大学　国際統合睡眠医科学研究機構）
 共　催：ノーベルファーマ株式会社／　　　　 
 株式会社メディパルホールディングス

＊総会　    15時40分～ 15時50分

＊特別講演　   15時50分～ 16時50分
　　　 　　「iPS細胞技術を用いた筋疾患治療研究」
　　　　　　櫻井　英俊（京都大学iPS細胞研究所（CiRA）　臨床応用研究部門）

＊イブニングセミナー 17時00分～ 17時50分
　　　 　　「 福岡県における拡大NBSの取り組み　 

～早期発見と早期介入の重要性～」
　　　　　　井上　貴仁（福岡大学筑紫病院　小児科）
 共　催：ノバルティスファーマ株式会社

お問い合わせ
日本小児神経学会近畿地方会事務局
〒 591-8025　大阪府堺市北区長曽根町３番地
　　　　　   　シュライククリエイティブセンター 201 号
株式会社プラスエス・アカデミー内
Tel：072-275-5723　Fax：072-275-5724
E-mail：kjscn@plus-s-ac.com
https://www.plus-s-ac.com/kjscn/
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開会　11:15-11:20　 
 　会長　吉田　健司（京都大学大学院医学研究科　発達小児科学）

遺伝性疾患 座長　矢野　直子（京都大学大学院医学研究科　発達小児科学）
11:20-12:00

1. 上半身優位の筋力低下所見を呈した、CLTC 遺伝子異常症の男児
例
○古川 智偉 1、熊倉 　啓 1、高折 　徹 1、兵頭 勇紀 1、岡本 伸彦 2、塩田 光隆 1

1. 北野病院　小児科 
2. 大阪母子医療センター　遺伝診療科

2. 特徴的な画像所見を呈し SURF1 遺伝子のホモ変異を認めた 1 女
児例
○舞鶴 賀奈子 1、宇佐美 亜由子 1、吉田 健司 2、矢野 直子 2

1. 天理よろづ相談所病院　小児科 
2. 京都大学医学部附属病院　発達小児科学

3. 意識障害と片麻痺を繰り返した 46,XX,der(18)t(12;18)
(p11.2;p11.2)
○川村 　葵、山口 　宏、伊藤 立人、曽根原 晶子、洪 　聖媛、鮫島 智大、花房 宏昭、 

老川 静香、徳元 翔一、坊 　亮輔、永瀬 裕朗
神戸大学大学院医学研究科内科系講座　小児科学分野

4. 学童期に頭蓋骨早期癒合症が診断されたアラジール症候群の一
例
○清水 東与 1、原田 敦子 1、久徳 茂雄 2、上田 晃一 3

1. 社会医療法人愛仁会高槻病院　小児脳神経外科 
2. 市立奈良病院　再建形成外科 
3. 大阪医科薬科大学　形成外科

―12:00-12:10　休憩―

ランチョンセミナー

 座長：森本　昌史（京都府立医科大学大学院医学研究科　看護学科医学講座小児科学）
12:10-13:00

「神経発達症や起⽴性調節障害の周辺症状（睡眠／覚醒）を治療して
QOL を改善する」

筑波大学　国際統合睡眠医科学研究機構　　 神林　崇
共催：ノーベルファーマ株式会社／株式会社メディパルホールディングス
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―13:00-13:10　休憩―

てんかん 座長　金　聖泰（兵庫県立尼崎総合医療センター　小児科）
13:10-13:50

5. ビガバトリン治療継続を行ったビガバトリン関連脳画像異常
（VABAM）合併点頭てんかんの 1 例

○竹田 洋子 1、榊原 崇文 1、越智 朋子 2、宮坂 俊輝 2、野上 恵嗣 1

1. 奈良県立医科大学　小児科 
2. 奈良県立医科大学　放射線・核医学科

6. ビガバトリンが有効であった CDKL5 遺伝子欠損症に伴う発達
性てんかん性脳症の 1 例
○石岡 梨紗子 1、温井 めぐみ 1,2、松原 康平 2、山田 直紀 2、福岡 正隆 2、井上 岳司 2、 

九鬼 一郎 2、岡崎 　伸 1,2

1. 大阪市立総合医療センター　小児言語科 
2. 大阪市立総合医療センター　小児脳神経内科

7. Subtle infantile spasms の発作時脳波所見について : ２症例の
検討
○楠本 将人、江藤 昌平、利川 寛実、寺﨑 英佑、森 　篤志、石原 万理子、井上 賢治、 

日衛嶋 郁子、野崎 章仁、柴田 　実、加藤 竹雄
滋賀県立小児保健医療センター　小児神経内科

8. 左下前頭回の皮質形成異常に病巣切除術を行った薬物抵抗性て
んかんの 1 例
○西澤 日花里 1,2,3、青天目 信 1,2、向井 昌史 1,2、谷河 純平 1,2、下野 九理子 1,2,3、岩田 貴光 2,4、 

クー ウイミン 2,4、栁澤 琢史 2,4,5、谷 　直樹 2,4、押野 　悟 2,4、貴島 晴彦 2,4

1. 大阪大学医学系研究科　小児科学 
2. 大阪大学医学部附属病院　てんかんセンター 
3. 大阪大学大学院　連合小児発達学研究科 
4. 大阪大学医学系研究科　脳神経外科 
5. 大阪大学　高等共創研究院
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検査・脳炎・移行期医療

 座長　宮本　洋輔（京都府立医科大学附属病院　小児科）
13:50-14:30

9. 不登校や体調不良を主訴とする学童・学生へのヘッドアップチ
ルト試験、DSM-5、WISC- Ⅳの実施
○原田 佳明、林 　振作、中村 眞紀子、武輪 鈴子
協仁会小松病院　小児科

10. MRI の Arterial Spin-Labeling で体重減少時と回復期で脳血流
を評価した神経性やせ症の 13 歳女児
○上田 拓耶 1、西山 将広 1、相馬 健人 1、石田 悠介 1、小川 裕子 2、青木 一憲 2、黒澤 寛史 2、 

丸山 あずさ 2

1. 兵庫県立こども病院　神経内科 
2. 兵庫県立こども病院　小児集中治療科

11. 感覚発作で発症した抗 NMDA 受容体脳炎の 1 例
○上田 華奈子 1、濵田 　周 1、山形 大輝 1、濵本 麻希 2、横田 有紀 1、金 　聖泰 1、毎原 敏郎 1

1. 兵庫県立尼崎総合医療センター　小児脳神経内科 
2. 愛仁会高槻病院　小児科

12. 日本神経学会地方会近畿支部の世話人を対象とした小児－成人
移行医療アンケート調査
○齊藤 利雄 1,4、甲田 　亨 2,4、奥野 龍禎 2,4、池田 昭夫 3,4、望月 秀樹 2,4

1. 国立病院機構大阪刀根山医療センター　小児神経内科 
2. 大阪大学大学院医学系研究科　神経内科学 
3. 京都大学大学院医学研究科　てんかん・運動異常生理学講座 
4. 日本神経学会　小児－成人移行医療対策特別委員会

―14:30-14:40　休憩―
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神経筋疾患

 座長　下村　英毅（兵庫医科大学　小児科学）
14:40-15:30

13. 持続する右下肢痛で発症した骨肉腫の 1 例
○伊藤 立人、川村 　葵、曽根原 晶子、西村 明紘、洪 　聖媛、鮫島 智大、花房 宏昭、 

老川 静香、徳元 翔一、山口 　宏、坊 　亮輔、山本 暢之、永瀬 裕朗
神戸大学大学院医学研究科内科系講座　小児科学分野

14. 声帯麻痺を伴う遺伝性ニューロパチーが疑われる男児例
○宮本 洋輔 1、戸澤 雄紀 1、松浦 　周 1、山野 暁生 1、髙田 　礼 1、葛城 卓弥 1、松岡 太朗 1、 

瑞木 　匡 1、長谷川 龍志 1、吉田 健司 2、森本 昌史 1、千代延 友裕 3

1. 京都府立医科大学附属病院　小児科 
2. 京都大学大学院医学研究科　発達小児科学 
3. 京都府立医科大学附属病院　遺伝子診療部

15. 脊髄萎縮症におけるヌシネルセンからリスジプラムへの薬剤変
更の要因の検討
○徳永 沙知、下村 英毅、谷口 直子、李 　知子、竹島 泰弘
兵庫医科大学　小児科学

16. 大阪府下拡大新生児マススクリーニングを通して診断し早期治
療を行った脊髄性筋萎縮症の 1 例
○沖 　啓祐、木水 友一、中島 　健、富永 康仁、最上 友紀子、柳原 恵子、鈴木 保宏
大阪母子医療センター　小児神経科

17. MYBPC1 遺伝子異常による振戦を伴う先天性ミオパチーの一例
○金丸 ゆり 1、矢野 直子 1、梶本 智史 1、栢木 大誓 1、西川 絹子 1、甲良 謙伍 1、佐々木 彩恵子 1、 

真田 由希子 1、坂本 　慧 1、横山 淳史 1、白石 一浩 2、滝田 順子 1、吉田 健司 1

1. 京都大学大学院医学研究科　発達小児科学 
2. 国立病院機構宇多野病院　小児科

―15:30-15:40 休憩―

―15:40-15:50　総会―
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特別講演 座長：吉田　健司（京都大学大学院医学研究科　発達小児科学）
15:50-16:50

「iPS 細胞技術を用いた筋疾患治療研究」
京都大学 iPS 細胞研究所（CiRA）　臨床応用研究部門　准教授　　 櫻井　英俊

―16:50-17:00　休憩―

イブニングセミナー

 座長：千代延　友裕（京都府立医科大学附属病院　遺伝子診療部）
17:00-17:50

「福岡県における拡大 NBS の取り組み　 
～早期発見と早期介入の重要性～」

福岡大学筑紫病院　小児科　　 井上　貴仁
共催：ノバルティスファーマ株式会社

閉会　17:50-17:55　 
 会長　吉田　健司（京都大学大学院医学研究科　発達小児科学）
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